
時 間 講師（敬称略） タイトル

12:30‐12:50 開場＆公開オンライン受付開始

オープニング

開始の言葉・質疑応答の方法告知

メディカルデータ・サイエンスの研究教育拠点形成の重要性

本事業の紹介ならびに包括的な臨床研究拠点の形成に関する構想・近年のメディカルデータ・サイエンスの重要性などを紹介

13:15‐13:45 ①竹村彰通 滋賀大学データサイエンス学部・大学院の育成人材像

13:45‐14:15 ②田中司朗 京都大学臨床統計家育成コース 5年間の取り組み

14:15‐14:45 ③新谷 歩 タイトル未定

14:45‐15:00

15:00‐15:15

臨床研究におけるメタゲノム解析実践例

今日のメタゲノム統計について、臨床系教室とのタイアップなどを紹介

日本国内において、産業界におけるメディカルサイエンスの求められる人材需要

日本国内において、産業界におけるメディカルデータ・サイエンスの需要、求められる人物像、それら待遇等を紹介

17:15‐17:30 

講演1

メディカルデータサイエンス研究セミナー タイムスケジュール

12:50‐12:55

13:00‐13:15 磯 博康

B.T. Slingsby

15:15‐15:45

15:45‐16:15

講演2

【テーマ】日本国内における、メディカルデータ・サイエンスの担い手の育成

【座⾧】服部 聡（大阪大学大学院医学系研究科 教授）

日本国内の大学および大学院における、メディカルデータ・サイエンスの担い手（データサイエンティスト）育成について、またそれら各大学における取り組み・特徴など

を紹介

講演4

シ
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16:15‐17:15

クロージング・Webアンケートについての説明

メディカルデータ・サイエンスを目指すところ（仮題）

講演2-4を基に、それぞれの立場より上記タイトルを主題としたシンポジウムを行う。また、チャット機能を用いて参加者からも広く議題・質問を受け付け

る。

【司会】磯 博康（大阪大学大学院医学系研究科 教授）

パネリスト:   竹村 彰通（滋賀大学データサイエンス学部⾧・研究科⾧）

      田中司朗（京都大学大学院医学研究科 特定教授）

      新谷 歩（大阪市立大学大学院医学研究科 教授）

      岡田 随象（大阪大学大学院医学系研究 教授）

      B.T. Slingsby（Catalys Pacific）

質疑応答

【休憩15分】

講演3 岡田 随象


